
ローターアクト11月例会

国際ロータリー第2620地区

例　会　場／東山荘・講堂

開 会 点 鐘／12：30

ロータリーソング／四つのテスト

内　　　容／米山月間に因んで

　　　　　　米山運営委員会

会 員 慶 事 
☆誕生日

　11月 5日　根上　眞一君

☆結婚記念日

　10月31日　小野　篤之君・茂　子様ご夫妻
　11月 2日　鈴木　栄一君・静　子様ご夫妻
　11月 2日　狩野　住夫君・美枝子様ご夫妻
　11月 4日　臼井　良太君・芳　恵様ご夫妻

☆連続出席

　10月24日　井口　修一君（12年間）

　先週は「観月会」、先々週は

職業奉仕月間に因んでの「企業

訪問」でした。   

　かつてポール・ハリスは「社会に役立つ人間

になる方法はいろいろありますが、最も身近で

しばしば最も効果的な方法は、間違いなく自分

の職業の中にあります。」と、述べています。   

　つまり、職業という領域にこそロータリーの

奉仕の本質があり、職業奉仕がロータリーの生

命であり、金看板であるといわれる所以です。ロー

タリーが他の奉仕団体と一線を画する根拠は、

この職業奉仕にあるわけです。   

　ところが、職業奉仕はあらゆる方向に枝葉が

分かれて、紛らわしいという意見をよく耳にし

ます。このことについてＲＩ理事の菅生浩三氏

は「この紛らわしさを理由に職業奉仕の活動をまっ

たく無視して、他の３つの奉仕部門の活動だけに

取り組むロータリアンが非常に多くいる。また、

職業奉仕はロータリーの拡大や増強の妨げになっ

ている、といった極端な意見すら聞かれるようになっ

た。しかし事実は逆で、ただいまの世界はいつの

時代にも増して、ロータリーの職業奉仕を必要と

している。今日の事業経営や職業では、競争の偏重、

人間の犠牲をかえりみない増益の圧力、技術開発

のとめどもない進行と人々は格闘している。この

ことは、近頃世界の各地域で続発している衝撃的

な不祥事を見れば一目瞭然だ。次々に発生する不

祥事は、世界有数の事業家たちが自分個人の利益

を優先していることを示している。少数の人間の

欲と堕落が、多くの人々の生活を破壊してきたのだ。

このような不祥事に係わった経営者は、４つのテ

ストの第１の問いである『真実かどうか』さえク

リアすることができないだろう。職業奉仕を正し

く遂行することが社会に奉仕することだ。」と、結

論づけています。

次回11月6日の例会

１８１８回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂
■11月 5日（水）19:30 市民会館
■11月19日（水）19:30 市民会館

大洞の会
本日１０月３０日（木）は１８：００より「蕎麦を食する会」を開催

します。皆様の参加をお待ちしております。

会　 長　  水口　正宏

出席される
ロータリアンの方は、

食事を済ませて
きて下さい。



国際奉仕委員会

クラブフォーラム

○例会日/木曜日

○例会場・事務局/YMCA東山荘

　静岡県御殿場市東山１０５２

　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８

　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

氏　　名／狩野住夫君（かのう　すみお）   

職業分類／蒸留酒製造（Distilled　Ｌｉｑｕｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ）

事 業 所／キリン ディスティラリー株式会社 取締役　御殿場工場長   

　　　　   御殿場市柴怒田９７０   ＴＥＬ ８９－３１３１   ＦＡＸ ８９－３１５６   

自　　宅／御殿場市萩原２３８　タウンソレイユＡ２０３   

　　　　　ＴＥＬ０９０－１９８６－１２７４   

生年月日／昭和３１年７月３１日   

結婚記念日／昭和５５年１１月２日   

家族構成／  妻　美枝子（昭和３１年５月２３日生）   

　　　　　長女　  藍　（昭和５６年６月２４日生）   

　　　　　長男  祐  介（昭和５９年４月１２日生）   

　　　　　次男  桂  佑（昭和６１年７月１７日生）   

趣　　味／バスケットボール・水泳

推 薦 者／内海宣彦君・小早川豊一君

会員数 出席者数 暫定出席率
計算に用いる

会員数

前々回の

確定出席率

６１名 ５９名 ４９名 ８３.０５％ １００.００％

内海宣彦君 10月10日 裾　野
勝又博文君 10月15日 ＧＲＡ
大森清治君 10月15日 ＧＲＡ
芹澤正明君 10月15日 ＧＲＡ
臼井良太君 10月15日 ＧＲＡ
勝又　洋君 10月20日 沼津東
勝又敏樹君 10月20日 沼津東

●先週の観月会には、いろいろと行事の多い中をご出席していただきまして、ありがとうございました。　親睦委員会一同 �●観月会

では、当店をご利用いただきありがとうございました。　斎藤礼志君　●狩野君の入会を心から喜びますとともに、狩野君に温かい

ご指導とご交誼を賜りますよう、お願い致します。　水口正宏君、梶原一正君、小早川豊一君、内海宣彦君　●入会させていただき、

皆様とご一緒できることを嬉しく思います。　狩野住夫君 

○会　　　長/水口　正宏

○幹　　　事/梶原　一正

○会報委員長/勝又　　誠

第2620地区

●メーキャップ
　　　  （7名）

（1818回）

（1819回）

（1820回）

（1821回）

月　日 点　鐘 会　場 内　容 担当及び卓話者

●11月　御殿場RC例会プログラム●

12：30

12：30

12：30

18：30

東山荘・講堂

東山荘・記念館

東山荘・記念館

東山荘・講堂

地区大会報告

オーストラリア事情

メキシコでの一年間

Ｒ財団月間に因んで Ｒ財団委員会 

勝間田芳麿君

会　長 

交換留学生・芹澤　護君

11/ 6

11/13

11/20

11/27

●欠席者（10名）
　林　準君・芹澤正明君・神谷高義君・渋谷　一君・勝又敏雄君

　豊山徹也君・大庭健一郎君・土屋闊正君・生野　旭君・山崎伊久雄君 

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

1・教員海外派遣事業について   

　この事業は、御殿場RC２５周年事業として始められ、２００５年度までは継続することが決定しています。２００６

　年度以降も継続したほうが良いですか。   

　また、この事業の負担金（１０，０００円／年）についてどう思いますか。   

　・２００５年度を区切りとして、継続はしない。５０周年に向けて、これに代わる事業を考えた方が良い。（１３年

　　続けた現状では、希望者が少なく人選に困っているようだ。）　   

　・他クラブにはない独自の事業なので、要望が強ければ継続した方が良い。（行った教員にとって役に立っ

　　ているのか、教育委員会は希望しているのか率直な意見を聞く。）    

� ・決定した時の環境と、現在の教員の状況やロータリーの状況が同じかどうか検討する必要がある。（海外

　　に行く方法は今ではいろいろある。）    

　・負担金は２００５年度までは現状のままでよい。    

２・青少年交換事業について 

　我クラブの根上眞一さんが２００５年度地区青少年交換委員会の委員長をやる予定で、２００４～２００５年度に本

　クラブ会員の子息を海外に派遣、２００５～２００６年度に海外からの学生の受け入れが計画されています。    

　この事業についてどう思いますか。    

　・大変価値ある事業で、継続していきたい。（本年度のラロ君も、本人にとっては、非常に良い経験をした

　　と思う。）

　・派遣は問題ないが、受け入れには様々な問題がある。（老夫婦では世話が出来ないとか、同じ年代がいな

　　いと馴染めないとか、奥さんの負担が大きいとか、７０万円位の費用が掛かるとか。）    

　・分区内で分担して受け入れる方法や、短期留学（１年は長すぎる）を検討したらどうか。 


